
盛山正仁文部科学大臣が語る 
教育課題とその打開策

2023年9月，新たに就任した盛山正仁文部科学大臣。就任後の10月，問題行動調査の公表があり，いじめ認知件数や小中学

校の不登校児童生徒数が過去最多に。12月には令和５年度（令和４年度実施）公立学校教員採用選考試験の実施状況が公表

され，全体の競争率は3.4倍と過去最低となった。喫緊の教育課題が見えてくる中，今後教育行政はどのように進められてい

くのか。上越教育大学林泰成学長が聞いた。
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 好奇心を持ち 自分で考えられる子供

林　初めに，大臣ご自身の学校教育に対しての思いや教

育観についてお話しいただきたいと思うのですが，いか

がでしょうか。

盛山　思い出に残っているのは，中学１年生の担任の先

生の言葉です。数学がご専門の先生でしたが，「好奇心

を持ちなさい」とおっしゃっていました。今でもその通

りだなと思います。やはり，周りから強制されたことで

はなく，昆虫でも天体でも自分自身が関心を持ったこと

であれば，「不思議だな」「どうしてこうなるんだろう？」

と自分で調べます。ですから子供が好奇心を持ち，自分
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自身で考えるように促すことが，学校教育で大事だと思

います。

　また，小中高などとは違ってきますが，私の大学時代

を振り返りますと，十数名のゼミで，先生が温かい親心

でもってご指導くださいました。このように校種に限ら

ず，子供一人一人に合わせ，足りない部分を伸ばすよう

な指導ができるとよいのではないかと思います。

林　ありがとうございます。

　昨年9月に文部科学大臣としてご就任され，現場の声

をたくさん聴かれていると思います。不登校，いじめな

ど子供の置かれている状況などの教育課題もございます

が，どのように考えていらっしゃいますか。

盛山　不登校，いじめについては，「問題行動調査（児

童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関す

る調査）」の結果において，令和4年度の小中学校におけ

る不登校児童生徒数は29万9048人と約30万人。小中学校

でのいじめの認知件数は66万3348件で，ともに過去最多

の数値となっております。大変深刻で，重大な喫緊の課

題と認識しております。

　このような状況を踏まえまして，昨年10月17日，「不

登校・いじめ緊急対策パッケージ」を策定し，昨年末の

令和5年度補正予算で対策推進のための予算として51億

円を計上いたしました。不登校に関しては「誰一人取り

残されない学びの保障に向けた不登校対策（COCOLO

プラン）」を昨年3月に策定し，学びの多様化学校（いわ

ゆる不登校特例校）の設置促進等に関する経費を令和6

年度の予算案に89億円を計上しております。子供たちが

安心して学ぶことができる，誰一人取り残されない学び

の保障に向けて，全力で各地域の先生方をはじめ関係者

の皆さんと取り組んでいきたいと考えております。

　また，国会でも取り上げられている課題に，教員の働

き方改革がございます。先生方の学校での長時間勤務や

処遇の問題，また，学校の教員を希望する方が減ってい

ると言われている件についても，検討を進めているとこ

ろです。教師を取り巻く環境整備については，今年の春

頃に一定の方向性を示したいと考えております。やはり，

教育というのは，これからの日本を支えていく若人を育

てる大変重要な仕事です。校種を問わず，多くの先生方

に教育現場で頑張ろうと思っていただけるような環境を

整えていくことが大事だと考えております。

林　不登校やいじめの問題の話題に戻させていただくと，

数が増えているという課題は重大だと私も考えておりま

す。一方で，きちんと表に出てくることが大事で，認知

件数が減ればいいというだけではなく，解決することが

大事だと考えております。

盛山　そうですね。今まで表に出なかったことが把握で

きたことで，件数が増えたということはきっとあると思

います。時代の変化もあるでしょうが，どこの学校でも

不登校やいじめの問題は当たり前に起こり得ます。その

ような状況は改善していかなければいけないと考えてお



ります。仮に不登校になったとしても，その子供が後に

立ち直り，成長していっていただけるように，教育に関

係する我々がしっかりと取り組んでいく必要があると思

います。

二種免許状の特例のねらいは

林　令和７年度から４年制大学で教員の二種免許状が取

得できるようになります。そのねらいについて教えてい

ただければと思います。

盛山　様々な教育課題への学校の対応力を高めるために，

多様な専門性を有する質の高い教職員集団を形成してい

かなければいけないと思っております。同時に学生が大

学4年間に，留学や教員以外の資格取得を目指す場合，

なかなか両立が難しく，教職課程の履修を断念すること

も考えられると言われているところです。そのような指

摘を踏まえまして，語学力やグローバル感覚を養うため

の留学経験や，心理，福祉関係の資格取得など，強みや

専門性を身に付けるための活動，専門科目の履修と，教

職課程との両立が可能なカリキュラムを４年制大学が実

施される場合は，二種免許状の教職課程を特例的に開設

できる制度改正を，昨年行ったところであります。令和7

年度から，本特例による教職課程の開設が可能であります。

林　おそらく学校現場としては，教師としての高いレベ

ルを維持できるのかが気になる点であると考えていると

思います。また，私どものような教員養成を中心とした

教育大学には一種免許状をメインに取得し，プラスアル

ファとして他校種の免許状，あるいは二種免許状を取得

する学生が多くいます。そのこととの関係性が気になる

ところです。

盛山　林先生のような教員養成大学の方々が大変気にな

るポイントかと思います。我々としましても，基本は一

種免許状ということを変えるわけではありません。教員

不足があり，二種免許状を取得できる仕組みがあること

で，多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成に

つなげたいと考えているわけです。

　４年制大学で二種免許状を取得する方は，一種免許状

より教職課程の取得単位数が少なくなります。留学や別

の資格取得など，幅広く様々な経験をされている方で，

教育に関心のある方には二種免許状を取得して教育現場

に入っていただき，その後，研修や，講習などで必要な

科目を履修することによって二種免許状から一種免許状

に上げていくなど，質の向上を目指していかれることと

思います。既に４年制ではない学校で二種免許状を取得

する課程もございますから， 4年制大学でも様々なコー

スを増やして多様な形にしていきたいところです。

林　本学を初め，教員養成系の教育大学では，教職大学

院という形で，より実践的な形で教員の高度化を図って

おります。この二種免許状の特例はもちろん，現在教員

のなり手不足という問題もあり，専門性を持つ方に教員

として現場に入ってもらうためであると十分理解はして

おりますが，先に申し上げた教職大学院における教員の

高度化とは違い，教員養成が目指す全体の方向性がブレ

ているのではないかと感じております。失礼な言い方に

なりまして，申し訳ございません。

盛山　教員養成大学・学部などで育成される教職員集団

の中核を担う教師の高度化と多様な専門性を有する人材

を教職員集団に取り込むための制度の弾力化の両方を勧

めています。教員になる方の履修方法や大学での教職課

程をどのようにしていくのか，教員養成大学の在り方に

ついては，今，林先生がおっしゃっていることも踏まえ

まして，今後とも審議会等の議論を踏まえ，検討させて

いただきたいと思います。

林　ありがとうございます。

試験早期化と教育実習実施時期の課題

林　現在大きな話題になっている教員採用選考試験の早

期化，複線化，共通問題など，これからの選考試験の在

り方についておうかがいいたします。教員採用試験の改

革ともいえるでしょうか。どのようにお考えになられて

いるか，改めてご説明いただけますでしょうか。

盛山　教育の質向上のためには，できるだけ多くの教員

志願者を確保して，優れた人材を採用することが必要で

あると考えております。教員採用におきまして意欲ある

志願者を確保するため，昨年5月，採用試験の早期化や

複数回実施などの改善の方向性を提示させていただきま

した。特に，試験の早期化に関しては第１次選考の日程

について，今年の6月16日を１つの目安として示し，多

くの教育委員会に対応していただいているところです。

また，第１次選考の共同実施につきましては，各教育委

員会における負担の軽減を図り，より効果的，効率的に

行うことで，第２次選考においてより丁寧で人物重視の

選考に注力できるようにする観点から有用と考えており

ますので，各教育委員会のご協力もいただきながら，具

体的に検討を進めてまいります。全ての自治体が同じよ

うに対応しているかどうかはともかく，教員採用選考の

工夫改善をしていきたいという方向性については，多く

の関係者の皆さんと共有できています。

　現下の採用倍率の低下あるいは受験者数の減少という

現状を踏まえながら，教員採用選考の改善を進めていく

ことが必要と考えております。秋冬の追加選考実施も含め，

地域の実情に応じて，積極的な対応が行われるよう，当

省としては引き続き取組を促進してまいりたいと思います。

林　学内でも教員間で意見交換をすることがございます

教員養成大学として
教職大学院で
実践的な形で教員の
高度化を図っている

（林 学長）

教育課題への
対応力を高めるために，

質の高い多様な教職員
集団を形成していく

（盛山 大臣）
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誠実さと教育課題解決への意欲（上越教育大学長　林 泰成）
　今回，はじめて盛山大臣の謦

けい

咳
がい

に接し，私の不
ぶ

躾
しつけ

な質問

にも丁寧にご回答をいただく中で，とても誠実な方であり，

これまでのさまざまなご経験や具体的なデータに基づいて，

教育課題の解決に向けた取り組みに力を発揮してくださるも

のと感じた。天然資源の乏しい日本では，教育こそが未来

社会を支える基盤になると考える。大学もまた，文科省，教

育委員会，学校現場と連携しながら，個々の子どもを支援し

協同の学びを進める教員の養成に取り組んでいきたい。そう

した思いを新たにする機会となった。

インタビューを終えて

が，大学としては，採用試験の実施時期と教育実習との

関係性が大変気になるところです。

　つまり，学生は教育実習で学校現場を経験した後に，

教員採用選考試験を受験することが望ましいのではない

かと考えているわけです。しかし，試験の実施時期が前

倒しされると，教育実習の実施時期は再検討すべきでは

ないかという意見もあります。さらには，大学３年生の

夏ないし冬に選考を行う自治体がございます。その場合，

確実に教育実習より前に受験する形になるわけですが，

その教育実習の前段階で学生たちは受験を決断させ，教

師になろうという気持ちになれるのかどうか。例えば，

学生によっては，教育実習を通して自身の教職への思い

を判断する学生もいると思います。

盛山　教師に限らず，本来は実習や現場での経験を踏ま

えたうえで，就職活動に入るということは大切だと思い

ます。各業界の採用活動が多様化する中での策として教

員採用選考の早期化，複線化を提示しております。教育

実習の在り方については，理論と実践の往還を重視する

観点から，実施時期や方法も含めた見直しを大学にお願

いしています。懸念点がどうなっていくかということも

含めて，しばらく時間をいただいてご判断をいただけれ

ばと思います。

教員の働く環境改善を進めていく

林　大臣は先ほど，働き方改革にも言及されていました。

この働き方改革もうまく連動しながら，教員不足を解消

していくと捉えていいものでしょうか。

盛山　林先生がおっしゃる通り，試験の早期化，複線化

だけでは教員不足は解消できません。処遇の改善や働き

方改革とセットで，対応していくということではないか

と思います。

　教師にできるだけ優れた人材を確保していくためには，

教職の魅力を高めていくことが不可欠であると思います。

そのためにも，働き方改革と処遇改善，学校の指導・運

営体制の充実，教師の育成支援――このようなことをト

ータルに進めていくことが重要だと考えております。我々

文部科学省では令和元年の給特法（公立の義務教育諸学

校等の教育職員の給与等に関する特別措置法）の改正を

踏まえまして，時間外在校等時間の上限を定める指針を

策定いたしました。教職員定数の改善，教員業務支援員

をはじめとする支援スタッフの充実，あるいは学校にお

ける業務の見直しなど，様々な観点から総合的に進めて

まいりました。令和4年度の「教員勤務実態調査」の速

報値によりますと，教員の在校等時間が減少しておりま

す。このことから働き方改革の成果はそれなりに出てい

ると考えておりますが，一方で長時間在校している先生

方もまだまだ多くいらっしゃるのが現実でございます。

あらゆる方策をミックスしながら，働き方改革で職場の

環境改善を進めていきたいと考えております。

林　働き方改革は当然，本学の附属学校にも求められて

いることで，現場からの声も聞いております。これまで

行ってきた研究授業などが，以前より時間が短縮されて

いるようなことも多々あると聞いています。将来的な教

育の在り方を研究する附属学校の在り方を考えると，そ

の部分が弱くなっているとも感じられます。とはいえ，

時間を超えて働かせることでその研究が成り立っていた

とすれば，改善すべきでもあります。このような手間暇

がかかることについては，教育の問題に限らず，悩まし

いところです。

盛山　私自身は現在のポストに就く前に，学校教育の

ICT化に取り組んでまいりました。ICT化の対応で仕事

量が増えたという先生もいらっしゃると思いますが，他

方，校務などがICT化され，業務が統一化されることに

よって合理化され，時間短縮できている部分もあるかと

思います。このようにICTを上手に使うというアイデア

があると思います。あるいは，クラブ活動のように，ア

ウトソーシングするという策もあるかと思います。この

ようなことを含めて，教育現場での時間短縮だけではな

く，働き方改善をうまく進めていっていただければと思

います。

教員を目指す方へメッセージ

林　私自身も高校時代に不登校状態になったことがあり

ます。それがある意味では，教育という領域で仕事をす

るきっかけになっています。もともとは哲学や倫理学を

学ぼうと大学院まで進学したのですが，途中から学校教

育の在り方について，言いたいことがどんどん湧いてき

て方向転換をしたという一面がございます。ですので，

学校教育が子供たちのためにいい形で展開していってほ

しいと，心から思っております。

　最後になりましたが，これから教員を目指す若者に向

けて大臣からひと言，応援のメッセージをいただけます

でしょうか。

盛山　教師というのは大変大事な仕事で，「公教育」の

要です。児童生徒に密接に関わりながら成長を見守り，

あるいは成長を支援していく，他の職業ではなかなかで

きない経験，感動を得られる職業です。我々文部科学省

ではこのような教職の魅力を高めていくためにも，学校

における働き方改革や処遇の改善，学校の指導・運営体

制の充実，教師の育成支援を一体的に進め，教師の働き

方，働く職場の環境改善を図ってまいります。教師を目

指される若い方々，志高い皆様におかれましては，教育

現場で子供たちの成長に寄り添いながら，ご自身もとも

に成長されるようになると思います。そうして，ご自身

のかけがえのない人生というものを作っていただければ

と思います。自分が本当にお世話になった，尊敬できる

先生に対しては，ずっとその気持ちを持ち続けることに

なると思います。教職を希望される方から，教職に就い

てよかったと言っていただけるように，我々文部科学省

は，地方自治体，教育委員会と協力しながら，働く環境

の整備にしっかり取り組んでいきたいと考えております。

（2024年1月16日，文部科学大臣室にて）

人材を確保するために，
教職の魅力を
高めていくことが
不可欠である

（盛山 大臣）


